
名

称

構

造

及

び

形

式

関
係
告
示

所

在

地

牛
伏
川
階
段
工

石
造
階
段
工
、
延
長
一
四
一
メ
ー
ト
ル

平
成
十
四
年
文
部

科
学
省
告
示
第
百

七
十
四
号

長
野
県
松
本
市
大
字
内

田
字
内
田
山
六
一
一

四
e

二
六
一
他

京
都
大
学
清
風
荘
主

屋

木
造
平
屋
一
部
二
階
建
、
瓦
葺
、
建
築

面
積
三
四
六
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
離

れ

木
造
二
階
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
一
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
土

蔵

土
蔵
造
二
階
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
二

九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
渡
廊
下
付

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
附

属
屋

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
一
一

〇
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
納

屋

木
造
平
屋
建
、
瓦
葺
、
建
築
面
積
四
〇

平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
茶

室

木
造
平
屋
建
、
檜
皮
葺
、
建
築
面
積
一

三
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
供

待

木
造
平
屋
建
、
檜
皮
葺
、
建
築
面
積
二

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
渡
廊
下
付

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
袴

付
及
び
待
合

木
造
平
屋
建
、
こ
け
ら
葺
、
建
築
面
積

二
三
平
方
メ
ー
ト
ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

京
都
大
学
清
風
荘
第

一
中
門

木
造
、
檜
皮
葺
、
間
口
一
・
四
メ
ー
ト

ル

平
成
十
九
年
文
部

科
学
省
告
示
第
八

十
九
号

京
都
府
京
都
市
左
京
区

田
中
関
田
町
二
e

一

平成™›年˜™月˜š日 木曜日 第œ ›�号官 報
一
、
一
三
二
、
一
七
〇
、
二
〇
八
、
二
〇
九
、
二
四
六
、

三
二
四
、
三
二
六
、
三
二
八
か
ら
三
三
六
ま
で
、
三
三
七

の
一
か
ら
三
三
七
の
三
ま
で
、
字
大
町
一
四
九
、
字
梶
橋

二
三
三
か
ら
二
三
八
ま
で
、
二
三
九
の
一
、二
四
〇
の
一
、

二
四
一
か
ら
二
五
五
ま
で
、
二
六
七
、
二
六
八
、
二
七
一

の
二
の
地
先
の
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

岩
沼
市
に
編
入
す
る
区
域

名
取
市
愛
島
北
目
字
南
土
手
下
一
、
二
の
一
、二
の
二
、

三
の
一
、
三
の
二
、
四
、
五
の
二
か
ら
五
の
四
ま
で
、
六

の
一
か
ら
六
の
五
ま
で
、
七
の
二
、
七
の
四
、
八
の
一
、

八
の
二
、
八
の
四
、
九
、一
〇
の
一
か
ら
一
〇
の
三
ま
で
、

一
一
、
字
北
土
手
下
一
の
一
か
ら
一
の
三
ま
で
、二
の
一
、

二
の
二
、
三
の
一
、
三
の
二
、
四
の
二
、
五
の
一
、
五
の

二
、
六
の
一
、
六
の
二
、
七
か
ら
九
ま
で
、
一
〇
の
三
か

ら
一
〇
の
六
ま
で
、
一
一
の
四
、
一
一
の
五
、
本
郷
字
観

音
一
の
二
、
七
二
の
三
、
字
二
間
橋
一
五
四
の
三
、
一
五

四
の
四
、
一
五
五
の
二
、
一
五
六
の
二
及
び
こ
れ
ら
の
区

域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

並
び
に
字
観
音
一
、
字
西
六
軒
三
三
、
三
四
、
九
〇
、
九

一
、
一
八
八
、
一
八
九
の
一
、
字
二
間
橋
八
六
、
一
五
四

の
二
の
地
先
の
水
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

市
の
境
界
変
更

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第

七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
長
野
県
小
諸
市
と
佐
久

市
と
の
境
界
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
旨
、
長
野
県
知
事

か
ら
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
告
示
す
る
。

右
の
処
分
は
、
平
成
二
十
五
年
二
月
一
日
か
ら
そ
の
効

力
を
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

総
務
大
臣

樽
床

伸
二

小
諸
市
に
編
入
す
る
区
域

佐
久
市
桑
山
字
赤
坂
一
〇
四
五
の
一
部
、
一
〇
四
六
の

一
部
、
一
〇
五
五
の
一
の
一
部
、
一
〇
五
五
の
二
、
一
〇

七
六
、
一
〇
七
七
の
一
、
一
〇
七
七
の
二
、
一
〇
七
七
の

五
、
一
〇
七
七
の
六
、
一
〇
八
〇
の
一
か
ら
一
〇
八
〇
の

三
ま
で
、
一
〇
八
一
の
一
か
ら
一
〇
八
一
の
五
ま
で
、
一

〇
八
一
の
六
の
一
部
、
一
〇
八
二
の
一
部
、
一
〇
八
三
の

一
部
、
一
〇
八
四
の
一
、
一
〇
八
四
の
二
の
一
部
、
一
〇

八
四
の
三
か
ら
一
〇
八
四
の
五
ま
で
、
一
〇
八
四
の
六
の

一
部
、
一
〇
八
五
の
一
の
一
部
、一
〇
八
六
の
三
の
一
部
、

一
〇
八
八
の
一
か
ら
一
〇
八
八
の
三
ま
で
、
一
〇
九
〇
の

四
、
一
一
七
六
の
一
〇
の
一
部
、一
一
八
四
の
二
の
一
部
、

一
一
八
四
の
三
の
一
部
、
一
一
八
四
の
四
か
ら
一
一
八
四

の
六
ま
で
、
一
一
八
四
の
八
の
一
部
、
一
一
八
四
の
一
二

の
一
部
、
一
一
八
四
の
一
八
、
一
一
八
四
の
二
一
か
ら
一

一
八
四
の
二
三
ま
で
の
各
一
部
、
一
一
八
四
の
二
四
、
一

一
八
四
の
二
五
、
一
一
八
四
の
二
六
の
一
部
、
一
一
八
四

の
三
四
、
一
一
八
四
の
三
五
の
一
部
及
び
こ
れ
ら
の
区
域

に
隣
接
介
在
す
る
道
路
で
あ
る
公
有
地
の
一
部

佐
久
市
に
編
入
す
る
区
域

小
諸
市
大
字
山
浦
字
中
返
四
一
〇
二
、四
一
〇
三
の
一
、

四
一
〇
三
の
二
、
四
一
〇
四
、
四
一
〇
五
の
一
、
四
一
〇

五
の
二
、
四
一
〇
六
の
一
か
ら
四
一
〇
六
の
三
ま
で
、
四

一
〇
七
の
一
の
一
部
、
四
一
〇
七
の
二
、
四
一
〇
八
の
一

部
、
四
一
一
三
の
一
の
一
部
、
四
一
一
三
の
三
の
一
部
、

四
一
一
四
の
一
の
一
部
、
四
一
一
四
の
二
、
四
一
一
五
の

一
、
四
一
一
五
の
二
、
四
一
一
六
、
四
一
一
八
の
一
部
、

四
一
二
八
の
一
の
一
部
、
四
一
二
八
の
二
の
一
部
及
び
こ

れ
ら
の
区
域
に
隣
接
介
在
す
る
道
路
、
水
路
で
あ
る
公
有

地
の
一
部

〇
国
税
庁
告
示
第
三
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
施
行
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
四
十
三
号
）
第
三
十
九
条
の
二
十
三
第
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
く

公
示
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二

年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
六
十
六
条
の
十
一
の
二
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
認
定
特
定
非

営
利
活
動
法
人
を
公
示
す
る
件
（
平
成
十
三
年
国
税
庁
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

国
税
庁
長
官

古
谷

一
之

別
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
の
項
中
「
東
京
都
台
東
区
台

東
四
丁
目
三
一
番
一
号
」
を
「
東
京
都
台
東
区
谷
中
三
丁
目
六
番
一
六
号
」
に
改
め
、
同
表
特
定
非
営
利
活
動
法
人
タ

ヤ
マ
実
践
カ
レ
ッ
ジ
の
項
中
「
森
谷

雅
人
」
を
「
矢
崎

美
和
」
に
改
め
る
。

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
百
七
十
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

七
月
九
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基

づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

文
部
科
学
大
臣

田
中

紀
子

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
三
十
三
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
七
月
二
十
九
日
執
行

の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
欠
員
に
よ
る
繰
上
補
充
の
選
挙
会
の
場
所
及
び
日
時
を
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二
号

中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館
八
階

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
室

日
時

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

午
後
二
時

〇
中
央
選
挙
管
理
会
告
示
第
三
十
四
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
七
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
一
日
執
行

の
参
議
院
比
例
代
表
選
出
議
員
の
選
挙
に
お
け
る
欠
員
に
よ
る
繰
上
補
充
の
選
挙
会
の
場
所
及
び
日
時
を
次
の
と
お
り

告
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

中
央
選
挙
管
理
会
委
員
長

伊
藤

忠
治

場
所

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
二
丁
目
一
番
二
号

中
央
合
同
庁
舎
第
二
号
館
八
階

国
地
方
係
争
処
理
委
員
会
室

日
時

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
三
日

午
後
二
時
十
五
分
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